
 

  

研究内容：  

化石資源は燃料に限らずプラスチックなど多くの化学製品の生産にも利用されている。しかし、化石資源の継続的な

利用は地球温暖化や環境汚染の要因となっている。さらに世界的な産業の拡大により、化石資源の枯渇が危惧されて

いる。したがって、化石資源を代替するカーボンニュートラルな有用物質の生産技術の開発は、持続的社会の構築に

不可欠な課題である。近年、二酸化炭素を固定する光合成生物により生産されるバイオマスを代替資源として活用す

る試みに注目が集まっている。中でも、微細藻類によるバイオマス生産能は極めて高く、食料生産と競合しないことか

ら、微細藻類による有用物質生産に対する関心が急速に高まっている。 

これまでに、有用性が高いと期待される脂肪酸を光合成機能を用いて生産することを目指し、微細藻類にシクロプロ

パン型脂肪酸や分岐差脂肪酸といった特殊脂肪酸を合成させることに成功している（図 1）。また、ビフィズス菌の選択

的な増殖作用が認められており、ヒトの健康維持に役立つことが期待されているラクト-N-ビオース I（LNB）に着目し、

微細藻類がもつ糖代謝系を改変し、微細藻類を含む光合成生物によって機能性糖質を生産できる可能性を示すことを

目指している（図 2）。 
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図1 オレイン酸からのシクロプロパン型
脂肪酸および分岐鎖脂肪酸の合成
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図2 Synechocystisにおける糖代謝系とLNB合成経路
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